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(日乎び径200mr官設び600mmxスパン醤24r明)

1 .はじめに

当市は、京都府の南西に位置し、大いなる

自然、その豊かな恵みにささえられ、古くか

ら山除道の要衝の地として、また、亀山城の

城下町として栄えてきた町で、昭和30年に16

町村が合併し、緑園文化都市として発足、現

在「ゆとり・健康・ひかる亀岡」と題して、

21世紀の町づくりに向けて躍進している。当

図1 亀岡市の位置

亀岡市公営企業部

水道課長関口征治

市の上水道事業は、保津川の豊かな水、天恵

の利を上水道にと昭和32年に着手し、昭和33

年 12月に給水を開始、その後 5次にわたる拡

張を行い、平成7年度末で普及率は99.8%(簡

易水道を含む)、平均給水量 2万7655m3j日

(言十両給水量7万3600m3j日)である。配水管総

延長は301.375kmであり、中でもダクタイル

鉄管がその主要管種であり、全体の約66%を

占めている。

今回、ダクタイル管製水管橋2条(呼び径

200mmXスノtン24m、日乎てf{歪600mmXスノtン

24m)の架設工事を行ったので報告する次第

である。

2.工事概要

(1)工事名

千々川河川整備工事に伴う送配水管布

設替え工事

(2)工事場所

福岡市千代川町高野林地内
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(3)河川名

淀川水系(一級河川)千々川

(4)水管橋

川幅の拡幅に伴う架け替え工事

・管体ダクタイル鉄管

-呼び径 200mmおよび600mm

-スパン各24m

-型式 (呼び径200mm)

ダクタイル管製Ff形水管橋

(呼び径600mm)

ダクタイル管製KF形水管橋

なお、水管橋を含む送水管路は、千代川浄

水場から千代川低区配水池ヘ続いており、約

3万5000人分の生活用水を送るものとなる。

3.採用経緯
水管橋を選定するに当たり、ダクタイル管

製水管橋と鋼管製水管橋との比較を行った。

その比較結果を表1に示す。

ごれまでの鋼管製水管橋は補強材なしではス

パン長が制限されたため、機能、施工性およ

び経済性の面からダクタイル管製水管橋を採

用した。

4.設計

水管橋の設計は、 「ダクタイル管による水

管橋の設計と施工J (JDPA T 41、日本ダク
タイル鉄管協会)に基づいて行った。

呼び径2∞mmおよび、600mmXスパン各24mの
両水管橋とも、下記の条件を考慮し設計を行っ

た。

①管種 (呼び、径200mm) 1種管

(呼び径600mm) 特殊管

②管外径 (呼び筏200mm) 22.00cm 

(呼び径600mm) 63.08cm 

③規格管厚(呼び径200mm) 0.75cm 

(呼び径600mm) 1.30cm 

④設計管厚(呼び、径200mm) 0.65cm 

(呼び径:600mm) 1. 18cm 

写真1 工事前の状況

図2 水管橋の布設場所
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表1 夕、クタイル管製水管橋と鋼管製水管橋の比較

よよと ダクタイル管製水管橋 鋼管製水管橋

材質 ダクタイル鉄管 水輸送用塗覆装鋼管等

最大スパン 25m 
多様の補剛形式により、スパン延長が可
能。

継子部
T形 'KF形およびS形・ sn形継手により構 溶接継手およびドレッサー継手により構

成される。 成される。

耐食性 -耐食性に優れたダクタイル鉄管で構成される。 -内面および外面の塗装は以下の通り。

-内面および外面の塗装は以下の通り。 (内閣)

(内面) ポリエチレン粉体ライニングWSPOl6-79

内面エポキシ樹脂粉体塗装JISG 5528閉1984 (外面)

(外面) 水管橋外面塗装基準WSP009-79

外面特殊塗装JDPAZ 2009-1992 

耐用年数(法定) 40年 25年

施工性 -メカニカル継手なので、天候や周囲の環境 -現地溶接であり、天候に左右される。
に左右されない。 -高度な技術を要する。
-特殊技能を必要としない。
-施工期間は比較的短期間である。

経済性 比較的安価 比較的高価

⑤設計水庄 ⑬管の許容せん断応力 78.5N/mm2 

⑥水管橋の管体重量(呼び径200mm)

(呼び径600mm)

0.64Mpa 

10.5kN 

52.9kN 

0.27kN 

kh口 0.2

⑪管の線膨張係数 O.OOOOllFC 

⑮水の単位体積重量 0.012N/cm3 

⑦空気弁重量

⑧地震荷重(水平震度)

⑨風荷重(風速50m/s相当) 1.96kN/m2 

⑩管の温度変化 -100C-400C 

⑪管の弾性係数

⑫管の許容引張応力

157kN/mm2 

185N/mm2 

⑬キャンパ 200分の1

今回、架設したダクタイル管製水管橋の管

路図を図3に示す Q

水管橋用継手の構造を図4に示す。

なお、ダクタイル管製水管橋の適用呼び径

および最大スパン長は表2の通りである。

表2 ダクタイル管製水管橋の適用呼び径および最大スパン長

適用呼び径 (rnm) 最大スパン (m) 使用する継子

75 18 

100 20 
Ff形、 SII形

150 23.5 

200-350 25 

400・450 /ノ 水管橋用KF形、 SII形

500・600 1/ 水管橋用KF形、 S形
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図3 夕、クタイル管製水管橋の管路図(平面図)

図4 水管橋周継手の構造

(F T形継手)

JDPA G 1043-1996による
FT形継手 テーパリング

斗 一一一一

5形継手

6.施工方法

( S II形継手)

¥ ゴム主主
、一ー一一ーム-'-

ロックリング

ダクタイル管製水管橋の主な施工方法は、

以下の4通りである。

①仮設支持台を使用した一括吊り込み方法

②仮設支持台を使用した単管吊り込み方法

③固定金具を使用した一括吊り込み方法

④仮設支持台および固定金具を使用した単管

吊り込み方法

(水管橋周 KF形継手)

KF形(水管橋用)継手

(S形継手)

仕十巨王子-←← /一一一

ピ磁材世ベ\_~

今回の水管橋の施工は河川を拡幅すること

に伴うものである。現在の河川は図 5に示す

ように川幅が狭く、仮設支持台の設置が容易

であったため、両水管橋とも仮設支持台を使

用する方法を採用した。

(1)呼び、径200mmXスパン24mの水管橋

当水管橋は「仮設支持台を使用した一括吊
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り込み方法」により施工した。

具体的には、図 5に示すように河川内に設

置した鋼製の仮設支持台および沈下防止板の

上に管受け台を管路据え付け高さに合わせて

配置した。その後、いったん管路全体を道路

上で全スパン分を陸組みし、クレーンで管路

全体を一括で吊り込み、管受け台に据え付け

た。

(2ω)呼び

施工場所は電線が低い位置にあり20トン以

下のクレ一ンを使用する必要があるため、仮

設支持台の上に管を一本ずつ搬入して接合し

ていく「仮設支持台を使用した単管吊り込み

方法」を採用した。

具体的には、呼ひ、径200mmと同様に河川内

に設置した仮設支持台および沈下防止板の上

に管受け台を管路の据え付け高さに合わせて

配置した後、管路中央部分から左右に配管し

。
た

最後に、呼び径200mrn、600rnmとも、水

管橋の前後の管路を配管し、アンカーブロッ

クを打設して、施工を完了した。

図5 仮設支持台の設置状況

写真2 仮設支持台の設置状況 写真3 呼び、径200mmの陸組みの状況
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写真4 施工状況(呼び径200mmの場合) (仮設支持台を使用した一括吊り込み方法)

写真5 呼び、径600mmの施工状況

(管の接合状況)

6.施工結果
(1 )施工期間

呼び径200mmと600mmの両水管橋を架設

するのに、管の現地への搬入ー接合一水管橋

の据え付け調整まで約2日間(実鋤12時間)

と短期間でかつ問題なく施工を行うごとがで

きた。

なお、当水管橋はメーカーで工場出荷前に

pったん全数仮組みしたものであり、現地で

再按合するのも容易であった。

(2)継手接合

① FI'形継子は受口に挿し口を挿入した後、

写真6 施工状況(呼び、径600mmの場合)

(仮設支持台を使用した単管吊り込み方法)

ボルト・ナットを締め付ける構造であり、

非常に容易に接合できた。

② 水管橋用KF形継手は挿し口溝が1
0

程度

斜めに加工したものであるが、従来のKF形

継子と変わりなく接合できた。

(3)管路の据え付け

管路のキャンパは両サイドのSJI、S形管の

こう配を調整して行った。

でき上がった管路は設計通りの緩やかな

アーチ形状であった。
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図6 夕、クタイル管製水管橋のタイムスタディ結果

二??:1 2 3 4 5 6 7 8 9 

呼び径
管の搬入 一一01

200mm 管の接合 。←-Eコ:
の場合
水管橋の据え付け調整 。←---(t (所要時間計:3時間) 8 

呼び径 管の搬入 。0+00.→コ 0十C トー0: 。←-Oi
600mm 管の接合 o--oio→コio心 jト→j) 0戸-Oi び~ベ)1
の場合
水管橋の据え付け調整 (所要時間計 :9時間) 。」ーゆ

両水管橋の施工の所要時間合計:12時間

7.おわりに
当水管橋は従来の水管橋に比べ、特殊作業

を必要とせず、短期間で施工が行えた。ま

た、耐久性に優れたダクタイル鉄管で管路が

構成でき、より安全な水道管路を構築できた

と考えている。

写真ア施工後の状況 写真8 施工後の状況




